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経済人コー円卓会議日本委員会
松崎 稔

ニッポンCSRコンソーシアム

2017年度

『ステークホルダーエンゲージメント

プログラム in Japan』

開会挨拶

➡業界ごとの重要な人権課題検討会
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1986年

当時の通商問題を背景に、元フィリップス社社長
（フレデリック・フィリップス氏）と元ヨーロッパ
経営大学院副理事長（オリビエ・ジスカールデスタ
ン氏）によって、スイスのコー（Caux）にて創設。

創設以来、毎年各国のビジネスリーダーが集い、

CSRを中心に議論。

経済人コー円卓会議（Caux Round Table）のご紹介

1994年

「経済人コー円卓会議 企業の行動指針」を策定。

ビジネス界によって策定された世界初のCSRに関する
指針として、「日本経団連 企業行動憲章」や「国連
グローバル・コンパクト10原則」のモデルとなる。

• 日本：共生

• 欧州：人間の尊厳（人権）

• 米国：ステークホルダーエンゲージメント

© 経済人コー円卓会議日本委員会
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(英国）王立国際問題研究所

（CHATHAM HOUSE）に語源を有する

『チャタムハウスルールの下では、参加者は
会議中に得た情報を外部で自由に引用・公開
することができるが、その発言者を特定する
情報は伏せなければならない。』

会議参加者が自身の立場や役職に縛られるこ
となく、自由な意見を述べることができる利
点がある。⇒オープンな議論を期待

© 経済人コー円卓会議日本委員会

チャタムハウスルールの適用
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取組みの背景

企業とNPO/NGOが継続的に対話を実施する場が少ない

先進企業や、他の企業とのラーニングの場が少ない

日本企業の考えや取り組み内容を、世界に発信する場が少ない

取組みの目的

企業が、単独ではなくNGOや他の企業とともに人権課題について議論し
、これを通じて「企業と人権」の関連性について気づきを高めることを目
的とする。

2012年度から 毎年実施 2017年は6回目

昨年は、40社14団体73名の参加。パブコメ実施。

「業界毎に重要な人権課題 見直し」(第5版）改訂。

「SDGsに基づく業界毎に重要な優先課題」(第1版）発表。

今年は、同時並行でアジアでの同時開催（タイ・マレーシアで開催中）

© 経済人コー円卓会議日本委員会

ニッポンCSRコンソーシアムとは 場の創出・提供

キッカケは
GRI G4の
パブコメ➡

ルールメイ
キング側へ

ビジネスと人権に関する指導原則（ラギーフレームワーク）：

「保護・尊重・救済（protect / respect / remedy）」の実践の場
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2017SHE@タイ(5月２３日）

© 経済人コー円卓会議日本委員会
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パーム小規模農家とのダイアログ@マレーシア
(5月２４日 AM）

© 経済人コー円卓会議日本委員会



8

2017SHE@マレーシア (5月２４日 PM）

© 経済人コー円卓会議日本委員会

SDGs@マレーシア (5月25日）
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©2013 Caux Round Table Japan

各社が実施

CRTがサポート

Collaborative  Project

ニッポンCSRコンソーシアム

STEP

A
企業とNGOとの
対話 STEP

B
業界ごとに重要な
人権課題の特定

STEP

C
企業ごとに既存の
取り組みの整理

STEP

D
企業ごとに
ダイアログの実施

STEP

E
企業ごとに今後の
取組方針の策定

個別企業ごとの取組み

CSR
報告書

人権DDWS CSR課題特定からレポーティングまでのプロセス

エンドースメント（確認）
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パブコメ

マルチステークホルダー
が集う場（≠組織体)

アジアでの
SHE

パーム油小規模
農家ダイアログ
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①「パーム油のグローバルサプライチェーンと人権」

アムネスティ・インターナショナル日本 土井 陽子氏

②「過労死・長時間労働」

過労死弁護団全国連絡会議 弁護士 川人 博氏

③「木材と東京2020オリンピック・パラリンピック」

国際環境NGO FoE Japan 三柴 淳一氏

④「12年目を迎える「ジョグジャカルタ原則」～国際社会から乖離す
る日本のＬＧＢＴ」 レインボー・アクション 大塚 健祐氏

⑤「日本に暮らす難民と「就労」」

社会福祉法人 さぽうと２１ 矢崎 理恵氏

⑥「女性活躍・男女共同参画を巡る我が国の現状」

内閣府男女共同参画局 審議官（男女共同参画局担当）岡本 義朗氏

ゲスト (第2部のグループ討議に参画）

○ 日本ILO協議会 熊谷 謙一氏

○ (株）トロワ・クルール 増原 浩子氏

© 経済人コー円卓会議日本委員会

本日の登壇者及びゲスト紹介
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